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（NO.11+6.240～NO.12+6.540）
施工延長　L=186.5m（①+②=166.22+20.3）

潜水探査面積：6,623m2

計画平面図

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

中層混合処理工法および浅層混合処理工法L=228.35m

L=216.73m

取壊し-撤去 L=10.0m

既設前面矢板 YSP-III L=10.0m 

上部工復旧工

L=5.68m

可とう性重圧管設置箇所

上部工取壊し-復旧延長

L=2.0m

ヒューム管設置箇所

上部工取壊し-復旧延長

L=2.0m

沖
洲
橋
取
合
擁
壁

既設側溝

取壊し-復旧延長

L=2.0m

前面矢板 鋼板補強 t=9mm L=220.0m

海側地盤捨石置換　L=225.21m

陸側地盤改良

前面矢板 被覆防食工 (ペトロラタム被覆)  L=220.0m

防舷材施工延長 L=185.00m V型H300*L2000

標準部L=173.88m

エプロン復旧延長(標準部)　L=220.00m

沖洲橋取合部 L=46.1m

物揚場控え矢板ライン(想定)

岸壁控え矢板ライン(想定)

車止め(コンクリート製)

既設ヒューム管撤去-重圧管設置

係船曲柱施工延長 L=200.00m 150kN型
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基準点座標値

計画平面図 S=1:250

中心点座標値

点  名 X座標 Y座標 標　高(D.L)

1018A 117853.004 99540.740 2.965

10B28 118100.353 99633.391 3.964

10B53 117926.302 99363.177 2.888

NT-1 117904.370 99553.572 3.055

NT-2 117946.251 99571.751 3.073

NT-3 117987.730 99589.563 3.079

NT-4 118029.842 99607.765 3.078

NT-5 118072.786 99635.995 3.351

点  名 X座標 Y座標

NO.0 118078.210 99638.818

NO.1 118059.756 99630.871

NO.2 118041.388 99622.960

NO.3 118023.019 99615.049

NO.4 118004.650 99607.138

NO.5 117986.281 99599.227

NO.6 117967.912 99591.316

NO.7 117949.543 99583.405

NO.8 117931.174 99575.494

NO.9 117912.805 99567.583

NO.10 117894.436 99559.673

NO.11 117876.067 99551.762

NO.12 117857.698 99543.851

EP 117851.324 99541.105

徳島小松島港（末広地区）

徳島市南末広町

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　物揚場修繕工事（担い手確保型）

S=1：250

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

 1/14図面番号

当初設計図面
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6623.67 ㎡

施工延長②　鋼板補強工　L=20.3m

①施工延長　海側地盤捨石置換、床堀　L=166.22m（NO.0+13.780～NO.9）



縦断面図

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞
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海側地盤捨石置換

L=199.82m

沖洲橋取合擁壁
既設前面鋼矢板YSP-III型

上部工取壊し-復旧延長

L=2.0m

上部工取壊し-復旧延長

L=2.0m

沖洲橋取合部 L=46.1m

係船曲柱施工延長 L=200.00m 150kN型

防舷材施工延長 L=185.0m V型 H300*L2000

可とう性重圧管 φ700
ヒューム管更新 B形2種 φ700

車止め(コンクリート製)取壊し-撤去 L=10.0m

上部工

復旧工

L=19.50m

可とう性重圧管設置箇所ヒューム管設置箇所

前面矢板 被覆防食工　(ペトロラタム被覆) L=220.00m
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地盤改良(1) 中層混合処理工法

および盛上り土(1)

地盤改良(2) 中層混合処理工法

および盛上り土(2)

地盤改良(3) 浅層混合処理工法
および盛上り土(3)

海側地盤捨石置換工

地盤改良(4) 高圧噴射二重管工法
施工深度 -5.00～+1.80
および盛上り土(4)

地盤改良(5) 高圧噴射二重管工法
施工深度 施工深度 -1.00～+1.80
および盛上り土(5)
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上部工

嵩上工

L=8.82m

上部工

嵩上工

L=13.82m

L=26.70m

L=26.70m

前面矢板　鋼板補強 t=9mm

被覆防食工(ペトロラタム被覆)

上部工

部分打換工(2)

L=2.90m　

上部工部分

打換工(1)

L=1.40m

L=220.00m前面矢板　鋼板補強 t=9mm

車止め 車止め 車止め 車止め 車止め
H150

既設前面鋼矢板YSP-U15型
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（NO.11+6.240～NO.12+6.540）

亀裂

破損

AS

ヒューム管Φ700 ヒューム管Φ700

縦断面図 V=1/100
H=1/250

BM 10B28
D.L+3.964

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80
ヒューム管Φ700 ヒューム管Φ700
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▽-6.50▽-6.50
1 :
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1 : 3 . 0

1 : 3 . 0

▽-5.50

1 : 3 . 0

▽-4.00

徳島小松島港（末広地区）

徳島市南末広町

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　物揚場修繕工事（担い手確保型）

SH=1：250
SV=1：100

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

 2/14図面番号

当初設計図面
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施工延長②　鋼板補強工　L=20.3m
①施工延長　海側地盤捨石置換、床堀　L=166.22m（NO.0+13.780～NO.9）



▽ 鋼矢板現況根入深度(想定)　-8.683

▽現況施設天端高 +3.02( H31測量)

▽+0.42(H 31測量)

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

1:3.0

捨石荒均し

標準断面図（1）

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

ASAS AS

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=50 0kN /m2 

耐用年数50年

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=5 00k N/m2  

1
:
0
.
2

1 :
0
.5

Y S P - I I I 型 (既往肉厚調査より)

▽-0.4

▽+0.6

▽L.W.L　±0.000

▽H.W.L　+1.8 00

▽-2.93

▽-9.73

▽-19.83

▽-27.83

▽-9.86

▽-19.36

▽-29.86

γt=18.8(kN/m3)

γsat=19.2(kN/m3),

γ'=9.1(kN/m3)

φ=31.5°(N値推定)

N=4.8

γt=18.0(kN/m3)

γsat=18.4(kN/m3)

γ'=8.3(kN/m3)

φ=32.3°(N値推定)

N=8.9

γt=17.9(kN/m3)

γsat=18.2(kN/m3)

γ'=8.1(kN/m3)

c=1.477Z+22.311

N=4.1

γt=17.1(kN/m3)

γsat=17.3(kN/m3)

γ'=7.2(kN/m3)

c=1.477Z+22.311

　(Z=0 atD.L.±0.00)

N=3.7

γt=18.1(kN/m3)　,γsat=18.5(kN/m3)　

,γ'=8.4(kN/m3)

φ=31.2°(N値推定)

N=3.8

B層

As1層

Ac1層

Ac2層

Ac3層

As1層

Ac1層

Ac2層

Ac3層

γt=18.5(kN/m3)

γsat=18.7(kN/m3)

γ'=8.6(kN/m3)

c=1.477Z+22.311

　(Z=0 atD.L.±0.00)

N=8.4

γt=18.1(kN/m3)　,γsat=18.5(kN/m3)　,γ'=8.4(kN/m3)

c=1.791Z+17.266(Z=0 atD.L.±0.00)

N=4.1

γt=17.1(kN/m3)　,γsat=17.4(kN/m3)　,γ'=7.3(kN/m3)

c=1.791Z+17.266(Z=0 atD.L.±0.00)

N=3.7

γt=18.4(kN/m3)　,γsat=18.8(kN/m3)　,γ'=8.7(kN/m3)

c=36.65

N=9.0

▽-5.86

Ts1層 γt=16.2(kN/m3)　,γsat=16.3(kN/m3)　

γ'=6.2(kN/m3)

S=1:100

舗装工

▽-1.00

▽+3.08▽+3.06

1.000% 現況合わせ

▽-2.00

中
心
線

▽+1.84(想定)

▽-2.1 6(想定)

被覆防食工

(ペトロラタム被覆)

地盤改良(1)

地盤改良(2)

地盤改良(3)

主
動

崩
壊
角

4
5°

※1 当該施設の安定性確保のため、床掘下端深度は最深値（-5.5)から0.3m以内にとどめること。

-5.8m以上床堀した場合は、土砂または基礎捨石で-5.8mまで埋戻すこと。

床掘中は、背後地(物揚場法線から，側溝までの範囲)に重機や資機材等を設置しないこと。
やむを得ず設置する場合は、発注者と協議を行ったうえで方針を決定する。
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標準断面図(1)

（末広物揚場 No.6付近）
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仮想海底面-5.33 3

徳島小松島港（末広地区）

徳島市南末広町

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　物揚場修繕工事（担い手確保型）

S=1：100

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

 3/14図面番号

当初設計図面

鋼矢板YSP-II型　L=4.0m(既設)

タイロッド　特殊鋼φ36mm( 75kg /mm) (既設)

捨石投入 1～200kg

床堀※１

3000

7500

既設杭-石材撤去 

地盤改良(中層混合処理)

アルミ合金陽極2.0A

地盤改良(浅層混合処理)

鋼
板

溶
接

t
=
9
m
m

9
0
0

1
7
0
0

鋼矢板　L=10.0 00m

3 600 3600

4400 4404

8804518

コンクリート舗装

路盤工

2
0
0

3
0
0

タイロッド(既設)

V型防舷材 H300*L20 00

車止め 被覆鋼板製 H150* L15 00　あと施工タイプ

地
震
時



▽-2.93

▽-9.73

▽-19.83

▽-27.83

▽-9.86

▽-19.36

▽-29.86

γt=18.8(kN/m3)

γsat=19.2(kN/m3),

γ'=9.1(kN/m3)

φ=31.5°(N値推定)

N=4.8

γt=18.0(kN/m3)

γsat=18.4(kN/m3)

γ'=8.3(kN/m3)

φ=32.3°(N値推定)

N=8.9

γt=17.9(kN/m3)

γsat=18.2(kN/m3)

γ'=8.1(kN/m3)

c=1.477Z+22.311

N=4.1

γt=17.1(kN/m3)

γsat=17.3(kN/m3)

γ'=7.2(kN/m3)

c=1.477Z+22.311

　(Z=0 atD.L.±0.00)

N=3.7

γt=18.1(kN/m3)　,γsat=18.5(kN/m3)　

,γ'=8.4(kN/m3)

φ=31.2°(N値推定)

N=3.8

B層

As1層

Ac1層

Ac2層

Ac3層

As1層

Ac1層

Ac2層

Ac3層

γt=18.5(kN/m3)

γsat=18.7(kN/m3)

γ'=8.6(kN/m3)

c=1.477Z+22.311

　(Z=0 atD.L.±0.00)

N=8.4

γt=18.1(kN/m3)　,γsat=18.5(kN/m3)　,γ'=8.4(kN/m3)

c=1.791Z+17.266(Z=0 atD.L.±0.00)

N=4.1

γt=17.1(kN/m3)　,γsat=17.4(kN/m3)　,γ'=7.3(kN/m3)

c=1.791Z+17.266(Z=0 atD.L.±0.00)

N=3.7

γt=18.4(kN/m3)　,γsat=18.8(kN/m3)　,γ'=8.7(kN/m3)

c=36.65

N=9.0

▽-5.86
Ts1層

γt=16.2(kN/m3)　,γsat=16.3(kN/m3)　

γ'=6.2(kN/m3)
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被覆防食工
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L=3.0m

▽+1.6 5

▽-1.3 5

S=1:100

1.000% 現況合わせ

中
心
線

▽+0.39(H31測量)

鋼矢板YSP-III型(既設)

タイロッド(既設)

鋼
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溶
接

t
=
9
m
m

車止め 連続設置型 H300  あと施工タイプ

V型防舷材 H300*L2 000

地盤改良(3)

地盤改良(2)

地盤改良(1)

▽-1.0
(ペトロラタム被覆)

主
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崩
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角

4
5
°

地
震
時

▽-5.50

耐用年数50年 捨石荒均し

標準断面図（2）

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

M.S.L　+0.90
R.W.L　+1.20

鋼矢板(既設)
YSP-U15 L=12.0

（末広物揚場 No.11+4.947付近）

標準断面図(2)
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セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

CO(既設)

計画天端高+3.00

▽+0.7

▽ 鋼矢板現況根入深度　-10.685

▽-1.0

コンクリート舗装

路盤

4000

地盤改良(浅層混合処理)

地盤改良(中層混合処理)

4000

403

AS

L.W.L　D.L+0 .00

H.W.L　D.L+1 .80

舗装工

▽+3.04 ▽+3.05 ▽+3.05

▽-5.0

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)
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徳島小松島港（末広地区）

徳島市南末広町

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　物揚場修繕工事（担い手確保型）

S=1：100

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

4/14図面番号

当初設計図面

3000

7500

アルミ合金陽極2.0A

捨石投入　1～200kg

床掘



N=6.3

γsat=19.6(kN/m3)

γt=19.4(kN/m3)

γ'=9.6(kN/m3)

φ=32°

N=8.8

γsat=18.5(kN/m3)

γt=18.2(kN/m3)

γ'=8.5(kN/m3)

φ=32°

N=5.1

γsat=18.5(kN/m3)

γt=18.3(kN/m3)

γ'=8.5(kN/m3)

C=45.73

N=2.4

γsat=16.7(kN/m3)

γt=16.6(kN/m3)

γ'=6.7(kN/m3)

C=+1.97Z+8.09

(Z=0 at D.L±0.00）

N=7.5

γsat=18.3(kN/m3)

γt=18.3(kN/m3)

γ'=8.3(kN/m3)

C=+1.97Z+8.09

(Z=0 at D.L±0.00）

N=8.8

γsat=19.1(kN/m3)

γt=18.9(kN/m3)

γ'=9.1(kN/m3)

φ=35°

N=6.1

γsat=18.5(kN/m3)

γt=18.4(kN/m3)

γ'=8.5(kN/m3)

C=+2.59Z+5.65

(Z=0 at D.L±0.00）

N=3.5

γsat=17.0(kN/m3)

γt=17.0(kN/m3)

γ'=7.0(kN/m3)

C=+2.59Z+5.65

(Z=0 at D.L±0.00）

N=9.7
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設計基準強度の特性値quck=500kN/m2

設計基準強度の特性値quck=500kN/m2
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地盤改良(4)

地盤改良(5)

地盤改良(3)
V型防舷材 H300*L200 0

 高圧噴射(二重管)

 高圧噴射(二重管)

(ペトロラタム被覆)

▽-5.0

▽-6.50

捨石荒均し

標準断面図（3）

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞
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線

鋼矢板(既設)

YSP-U15 L=12.0

ASAS AS

計画天端高+3.00

▽ 鋼矢板現況根入深度　-10.74 8

▽+3.04 ▽+3.05 ▽+3.05

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=5 00k N/m2  
地盤改良(浅層混合処理)

4500

車止めコンクリート撤去
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標準断面図(3)

（末広岸壁 No.12付近）

鋼矢板YSP-III型(既設)

タイロッド(既設)

車止め 連続設置型 H300 あと施工タイプ
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.
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動
崩
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角1:3.0

徳島小松島港（末広地区）

徳島市南末広町

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　物揚場修繕工事（担い手確保型）

S=1：100

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

5/14図面番号

当初設計図面

3000

7500

捨石投入　1～200kg

床掘



▽ 鋼矢板現況根入深度(想定)　-8.68 3Y S P - I I I型 ( 既往肉厚調査より)

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

▽現況施設天端高 +3.49 (H31測量)

▽ 鋼矢板現況根入深度(想定)　-8.71 8Y S P - I I I型 ( 既往肉厚調査より)

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

▽現況施設天端高 +3.09 (H31測量)

地盤改良(1)

地盤改良(2)

地盤改良(3)

地盤改良(1)

地盤改良(2)

地盤改良(3)

▽ 鋼矢板現況根入深度(想定)　-8.627Y S P - I I I 型 ( 既往肉厚調査より)

（ペトロラタム被覆）

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 
▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

▽-0.4

▽-2.00

▽+0.4 7

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

現況合せ1.000%
▽+3.15▽+3.12

▽-4.0

CO(既設)

▽現況施設天端高 +3.07( H31測量)

▽+0.6

1
: 0

.5

地盤改良(1)

地盤改良(2)

地盤改良(3)

▽-1.50

耐用年数50年

▽+1.90(想定)

▽-2.10(想定)

▽+1.88(想定)

▽-2.12(想定)

▽+1.90(想定)

▽-2.10(想定)

S=1:100

（ペトロラタム被覆）

（ペトロラタム被覆）

被覆防食工

鋼矢板　L=10.000m

地盤改良(浅層混合処理)

3600 3600

路盤

地盤改良(中層混合処理)

コンクリート舗装

8815

4415

488

4400

タイロッド(既設)

3
0
0 2
0
0

アルミ合金陽極2.0A

被覆防食工

被覆防食工

鋼矢板YSPII型　L=4.0m

タ-ンバックル

鋼矢板　L=10.00 0m

鋼矢板YSPII型　L=4.0m

鋼矢板　L=10.00 0m

鋼矢板YSP-I I型　L=4.0 m

名称 凡 例

名称 凡 例 名称 凡 例

W2≧4m,発生土
W2≧4m,発生土

固化処理土

W2≧4m,発生土
W2≧4m,発生土

固化処理土

W2≧4m,発生土
W2≧4m,発生土

固化処理土

主
動
崩

壊
角

45
°

主
動
崩

壊
角

45
°

▽-3.420

▽ 鋼矢板現況根入深度(想定)　-8.627Y S P - I I I 型 ( 既往肉厚調査より)

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 
▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

▽-0.4

▽-1.00

▽+0.4 7

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

現況合せ1.000%
▽+3.12▽+3.11

▽-4.0

CO(既設)

▽現況施設天端高 +3.06( H31測量)

▽+0.6

1
: 0

.5

地盤改良(1)

地盤改良(2)

地盤改良(3)

▽-2.00

▽-1.50

耐用年数50年

▽+1.90(想定)

▽-2.10(想定)

(ペトロラタム被覆) 1 :
0
.5

地盤改良（3）の25%

被覆防食工

名称 凡 例

W2≧4m,発生土
W2≧4m,発生土

固化処理土

主
動

崩
壊

角

4
5°

盛上土(4） 地盤改良（4）の25%0.00〃 〃
盛上土(5） 地盤改良（5）の25%0.00〃 〃

盛上土(4） 地盤改良（4）の25%0.00〃 〃
盛上土(5） 地盤改良（5）の25%0.00〃 〃

盛上土(4） 地盤改良（4）の25%0.00〃 〃
盛上土(5） 地盤改良（5）の25%0.00〃 〃 盛上土(4） 地盤改良（4）の25%0.00〃 〃

盛上土(5） 地盤改良（5）の25%0.00〃 〃

埋戻し（3）

地盤改良（4） 〃 〃
地盤改良（5） 〃 〃

W2≧4m,発生土 〃

0.00
0.00

0.00

埋戻し（3）

地盤改良（4） 〃 〃
地盤改良（5） 〃 〃

W2≧4m,発生土 〃

0.00
0.00

0.00埋戻し（3）

地盤改良（4） 〃 〃
地盤改良（5） 〃 〃

W2≧4m,発生土 〃

0.00
0.00

0.00

埋戻し（3）

地盤改良（4） 〃 〃
地盤改良（5） 〃 〃

W2≧4m,発生土 〃

0.00
0.00

0.00

床掘 グラブ床掘 〃

〃

0.00

0.00

床掘

捨石置換

グラブ床掘 〃

〃

0.00

0.00

床掘 グラブ床掘 〃

〃

6.86

0.00

床掘 グラブ床掘 〃

〃

16.03

0.00

捨石置換

捨石置換

捨石置換

1:3.0

1:3.0

1～200kg

1～200kg 1～200kg

1～200kg

横断面図（1）

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

DL=-10.000

FH=
GH=3.489

NO.0

DL=-10.000

FH=
GH=3.167

NO.0+13.780

(橋台取合区間)

AS AS

L.W.L　D.L+ 0.00

H.W.L　D.L+ 1.80

AS

L.W.L　D.L+ 0.00

H.W.L　D.L+ 1.80

横断面図（1）

▽-0.53

1 :
0
.5

現況合せ1.000%
▽+3.30 ▽+3.32

CO(既設)

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

▽-0.4

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

▽-4.0

▽+0.4 8

▽-0.05

▽+0.5 5

▽-0.4

▽-4.0

▽+3.53 ▽+3.59

1:
0
.5

1
:0

.5

1
: 0

.5

1
:0

.5

現況合せ1.000%

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

4388

499 8788

4400

コンクリート舗装

地盤改良(中層混合処理)

3600

タイロッド(既設)

路盤

地盤改良(浅層混合処理)

3600

鋼
板

溶
接

t
=
9
m
m

4400 4310

鋼
板

溶
接

t
=
9
m
m

地盤改良(浅層混合処理)

8710492

地盤改良(中層混合処理)

▽-1.00

鋼
板

溶
接
t
=
9
m
m

▽+0. 6

▽+0.6

DL=-10.000

FH=
GH=3.073

NO.1

AS

L.W.L　D.L+0 .00

H.W.L　D.L+1 .80

No.0

掘削（1）
掘削（2）

埋戻し（1）
埋戻し（2）

地盤改良（1）
地盤改良（2）
地盤改良（3）

数量表
規格
土砂
〃

セメント固化処理
〃
〃

〃
〃

単位
m3/m
〃

m3/m
〃

m3/m
〃
〃

m3/m
〃
〃

数量
10.73
9.87

8.87
9.31

16.54
3.6

18.16

4.14
0.9
4.54

備考

地盤改良（1）の25%
地盤改良（2）の25%
地盤改良（3）の25%

No.0+13.780

掘削（1）
掘削（2）

埋戻し（1）
埋戻し（2）

地盤改良（1）
地盤改良（2）
地盤改良（3）

盛上土(1)
盛上土(2)
盛上土(3)

数量表
規格
土砂
〃

セメント固化処理
〃
〃

〃
〃

単位
m3/m
〃

m3/m
〃

m3/m
〃
〃

m3/m
〃
〃

数量
8.93
8.44

7.36
8.26

16.51
3.6

14.95

4.13
0.9
4.05

備考

地盤改良（1）の25%
地盤改良（2）の25%
地盤改良（3）の25%

No.1

掘削（1）
掘削（2）

埋戻し（1）
埋戻し（2）

地盤改良（1）
地盤改良（2）
地盤改良（3）

数量表
規格
土砂
〃

セメント固化処理
〃
〃

〃
〃

単位
m3/m
〃

m3/m
〃

m3/m
〃
〃

m3/m
〃
〃

数量
8.62
8.20

7.11
7.27

16.70
3.6

14.38

4.18
0.9
3.6

備考

地盤改良（1）の25%
地盤改良（2）の25%
地盤改良（3）の25%

No.1+1.740

掘削（1）
掘削（2）

埋戻し（1）
埋戻し（2）

地盤改良（1）
地盤改良（2）
地盤改良（3）

数量表
規格
土砂
〃

セメント固化処理
〃
〃

〃
〃

単位
m3/m
〃

m3/m
〃

m3/m
〃
〃

m3/m
〃
〃

数量
8.83
8.34

7.25
7.48

16.51
3.60
14.73

4.13
0.9
3.68

備考

地盤改良（1）の25%
地盤改良（2）の25%

盛上土(1)
盛上土(2)
盛上土(3)

盛上土(1)
盛上土(2)
盛上土(3)

盛上土(1)
盛上土(2)
盛上土(3)

　
中
心線

　
中

心線

　中
心
線

　
中

心
線

3
0
0

2
0
0

3
0
0

2
0
0

DL=-10.000

FH=
GH=3.062

NO.1+1.740

AS

L.W. L　D.L+0.00

H.W. L　D.L+1.80

徳島小松島港（末広地区）

徳島市南末広町

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　物揚場修繕工事（担い手確保型）

S=1：100

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

6/14図面番号

当初設計図面

地
震
時

地
震

時

鋼矢板YSP-II型　L=4.0m

鋼矢板　L=10. 000m

地盤改良(浅層混合処理)

493

4400 4415

8815

3600 3600

地盤改良(中層混合処理)

コンクリート舗装

路盤

タイロッド(既設)

2
0
0

3
0
0

アルミ合金陽極2.0A

地
震

時

7500

7500

鋼
板

溶
接

t
=
9
m
m



▽ 鋼矢板現況根入深度(想定)　-8.6 98Y S P - I I I型 ( 既往肉厚調査より)

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 
▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

▽-0.4

▽+0.6
▽+0.40

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

現況合せ1.000%

▽+3.07▽+3.04

▽-4.0

CO(既設)

▽現況施設天端高 +3.0 0(H3 1測量)

1:
0
.5

▽ 鋼矢板現況根入深度(想定)　-8.68 7Y S P - I I I 型 ( 既往肉厚調査より)

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 
▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

▽-0.4

▽+0.6
▽+0.41

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

現況合せ1.000%

▽+3.07▽+3.06

▽-4.0

CO(既設)

▽現況施設天端高 +3.01 (H31測量)

1
:0

.5

▽ 鋼矢板現況根入深度(想定)　-8.699

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

Y S P - I I I 型 (既往肉厚調査より)

▽-4.0 0　計画浚渫線(41年度以降)

▽-0.4

▽+0.6

▽-1.0 0

▽+0.40

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

現況合せ1.000%

▽+3.08▽+3.04

▽-4.0

CO(既設)

▽現況施設天端高 +3.00(H 31測量)

1
: 0

.5

地盤改良(1)

地盤改良(2)

地盤改良(3)

地盤改良(1)

地盤改良(2)

地盤改良(3)

地盤改良(1)

地盤改良(2)

地盤改良(3)

▽-2.0 0

▽-1.00

▽-2.00

▽-1.00

▽-2.00

耐用年数50年

耐用年数50年

耐用年数50年

▽+1.8 3(想定)

▽-2.1 7(想定)

▽+1.84(想定)

▽-2.16(想定)

▽+1.83 (想定)

▽-2.17 (想定)

S=1:100

(ペトロラタム被覆) (ペトロラタム被覆)

(ペトロラタム被覆)

地盤改良（3）の25%

地盤改良（3）の25%

地盤改良（3）の25%

被覆防食工 被覆防食工

被覆防食工

名称 凡 例

名称 凡 例

名称 凡 例W2≧4m,発生土
W2≧4m,発生土

固化処理土

W2≧4m,発生土
W2≧4m,発生土

固化処理土

W2≧4m,発生土
W2≧4m,発生土

固化処理土

主
動
崩

壊
角

4
5°

主
動
崩

壊
角

4
5°

主
動
崩

壊
角

45
°

7.88

7.88

盛上土(4） 地盤改良（4）の25%0.00〃 〃
盛上土(5） 地盤改良（5）の25%0.00〃 〃

盛上土(4） 地盤改良（4）の25%0.00〃 〃
盛上土(5） 地盤改良（5）の25%0.00〃 〃

盛上土(4） 地盤改良（4）の25%0.00〃 〃
盛上土(5） 地盤改良（5）の25%0.00〃 〃

埋戻し（3）

地盤改良（4） 〃 〃
地盤改良（5） 〃 〃

W2≧4m,発生土 〃

0.00
0.00

0.00

埋戻し（3）

地盤改良（4） 〃 〃
地盤改良（5） 〃 〃

W2≧4m,発生土 〃

0.00
0.00

0.00

埋戻し（3）

地盤改良（4） 〃 〃
地盤改良（5） 〃 〃

W2≧4m,発生土 〃

0.00
0.00

0.00

▽ 鋼矢板現況根入深度(想定)　-8.6 27Y S P - I I I型 ( 既往肉厚調査より)

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 
▽-4.0 0　計画浚渫線(41年度以降)

▽-0.4

▽-1.00

▽+0.47

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

現況合せ1.000%
▽+3.12▽+3.11

▽-4.0

CO(既設)

▽現況施設天端高 +3.0 6(H3 1測量)

▽+0.6

1
:0

. 5

地盤改良(1)

地盤改良(2)

地盤改良(3)

▽-2.00

▽-1.50

耐用年数50年

▽+1.90(想定)

▽-2.10(想定)

(ペトロラタム被覆) 1
:0

. 5

地盤改良（3）の25%

被覆防食工

名称 凡 例

W2≧4m,発生土
W2≧4m,発生土

固化処理土

主
動
崩

壊
角

45
°

盛上土(4） 地盤改良（4）の25%0.00〃 〃
盛上土(5） 地盤改良（5）の25%0.00〃 〃

埋戻し（3）

地盤改良（4） 〃 〃
地盤改良（5） 〃 〃

W2≧4m,発生土 〃

0.00
0.00

0.00

床掘 グラブ床掘 〃

〃

15.78

7.88

床掘 グラブ床掘 〃

〃

12.31

床掘 グラブ床掘 〃

〃

10.19

捨石置換

捨石置換

捨石置換

床掘 グラブ床掘 〃

〃

23.91

7.88捨石置換

捨石荒均し

捨石荒均し
捨石荒均し

1:3.0

1:3.0
1:3.0

捨石荒均し

1:3.0

1～200kg

1～200kg

1～200kg

1～200kg

横断面図（2）

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

ASAS

L.W .L　D.L+0.00

H.W .L　D.L+1.80

横断面図（2）

DL=-10.000

FH=
GH=3.002

NO.4

1:
0.

5

1
:0

.5
1 :

0.
5

DL=-10.000

FH=
GH=3.013

NO.3

ASAS

L.W.L　D.L+0 .00

H.W.L　D.L+1 .80

DL=-10.000

FH=
GH=3.001

NO.2

ASAS

L .W.L　D.L+0. 00

H .W.L　D.L+1. 80

No.2

掘削（1）
掘削（2）

埋戻し（1）
埋戻し（2）

地盤改良（1）
地盤改良（2）
地盤改良（3）

数量表
規格
土砂
〃

セメント固化処理
〃
〃

〃
〃

単位
m3/m
〃

m3/m
〃

m3/m
〃
〃

m3/m
〃
〃

数量
8.56
8.14

7.50

16.48
3.6

14.26

4.12
0.9
3.57

備考

地盤改良（1）の25%
地盤改良（2）の25%

No.3

掘削（1）
掘削（2）

埋戻し（1）
埋戻し（2）

地盤改良（1）
地盤改良（2）
地盤改良（3）

数量表
規格
土砂
〃

セメント固化処理
〃
〃

〃
〃

単位
m3/m
〃

m3/m
〃

m3/m
〃
〃

m3/m
〃
〃

数量
8.61
8.14

7.05

16.49
3.6

14.32

4.12
0.9
3.58

備考

地盤改良（1）の25%
地盤改良（2）の25%

No.4

掘削（1）
掘削（2）

埋戻し（1）
埋戻し（2）

地盤改良（1）
地盤改良（2）
地盤改良（3）

数量表
規格
土砂
〃

セメント固化処理
〃
〃

〃
〃

単位
m3/m
〃

m3/m
〃

m3/m
〃
〃

m3/m
〃
〃

数量
8.62
8.17

7.04

16.48
3.6

14.26

4.12
0.9
3.57

備考

地盤改良（1）の25%
地盤改良（2）の25%

7.21

7.21

7.26

No.1+6.240

掘削（1）
掘削（2）

埋戻し（1）
埋戻し（2）

地盤改良（1）
地盤改良（2）
地盤改良（3）

数量表
規格
土砂
〃

セメント固化処理
〃
〃

〃
〃

単位
m3/m
〃

m3/m
〃

m3/m
〃
〃

m3/m
〃
〃

数量
8.83
8.34

7.25
7.48

16.51
3.60
14.73

4.13
0.9
3.68

備考

地盤改良（1）の25%
地盤改良（2）の25%

盛上土(1)
盛上土(2)
盛上土(3)

盛上土(1)
盛上土(2)
盛上土(3)

盛上土(1)
盛上土(2)
盛上土(3)

盛上土(1)
盛上土(2)
盛上土(3)

　
中心

線

　中
心

線

　
中心

線

　
中

心線

▽-5.5

1
5
.
8
°

地
震

時
受

動
崩

壊
角

▽-5.5

1
5
.
8
°

地
震

時
受

動
崩

壊
角

▽-5.5

1
5
.
8
°

地
震

時
受
動

崩
壊
角

▽-5.5

1
5
.
8
°

受
動

崩
壊

角

仮想海底面-5.33 3 仮想海底面-5.333

仮想海底面-5.333仮想海底面-5.333

DL=-10.000

FH=
GH=3.051

NO.1+6.240

AS

L.W.L　D.L+0 .00

H.W.L　D.L+1 .80

徳島小松島港（末広地区）

徳島市南末広町

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　物揚場修繕工事（担い手確保型）

S=1：100

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

7/14図面番号

当初設計図面

鋼矢板YSP-II型　L=4.0m

鋼矢板　L=10.00 0m

地盤改良(浅層混合処理)

505

4400 4387

8787

3600 3600

地盤改良(中層混合処理)

コンクリート舗装

路盤
2
0
0

3
0
4

タイロッド(既設)

鋼矢板YSP-I I型　L=4.0 m

鋼矢板　L=10.000m

地盤改良(浅層混合処理)

536

4400 4387

8787

3600 3600

地盤改良(中層混合処理)

コンクリート舗装

路盤

2
0
0

3
0
0

タイロッド(既設)

鋼矢板YSP-II型　L=4.0m

鋼矢板　L=10.0 00m

地盤改良(浅層混合処理)

521

4400 4389

8789

3600 3600

地盤改良(中層混合処理)

コンクリート舗装

路盤

2
0
0

3
0
4

タイロッド(既設)

アルミ合金陽極2.0A

アルミ合金陽極2.0A

アルミ合金陽極2.0A 地
震
時

地
震
時

地
震
時

9582

鋼矢板YSP-II型　L=4.0m

鋼矢板　L=10.000 m

地盤改良(浅層混合処理)

493

4400 4415

8815

3600 3600

地盤改良(中層混合処理)

コンクリート舗装

路盤

タイロッド(既設)

2
0
0

3
0
0

アルミ合金陽極2.0A

地
震
時

3000

7500

3000

7500

3000

7500

3000

7500

鋼
板

溶
接

t
=
9
m
m

鋼
板

溶
接

t
=
9
m
m

鋼
板

溶
接

t
=
9
m
m

鋼
板

溶
接
t
=
9
m
m



地盤改良(2)

Y S P - I I I 型 ( 既往肉厚調査より )

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

▽ 鋼矢板現況根入深度(想定)　-8.69 8

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

▽-0.4

▽+0.6
▽+0.40

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

現況合せ1.000%

▽+3.06▽+3.04

▽-4.0

CO(既設)

▽現況施設天端高 +3.00 (H31測量)

1
:0

.5

▽ 鋼矢板現況根入深度(想定)　-8.687

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

Y S P - I I I 型 ( 既往肉厚調査より)

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

▽-0.4

▽+0.6
▽+0.4 1

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

現況合せ1.000%

▽+3.08▽+3.06

▽-4.0

CO(既設)

▽現況施設天端高 +3.01 (H31測量)

1
: 0

.5

▽ 鋼矢板現況根入深度(想定)　-8.683

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

Y S P - I I I 型 ( 既往肉厚調査より)

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

▽-0.4

▽+0.6
▽+0.4 2

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

現況合せ1.000%

▽+3.08▽+3.06

▽-4.0

CO(既設)

▽現況施設天端高 +3.02( H31測量)

1
:0

.5

地盤改良(1)

地盤改良(2)

地盤改良(3)

地盤改良(1)

地盤改良(2)

地盤改良(3)

地盤改良(1)

地盤改良(3)

▽-1.00

▽-2.00

▽-1.00

▽-2.00

▽-1.00

▽-2.00

耐用年数50年 耐用年数50年

耐用年数50年

▽+1.84(想定)

▽-2.16(想定)

▽+1.84(想定)

▽-2.16(想定)

▽+1.83(想定)

▽-2.17(想定)

S=1:100

（ペトロラタム被覆）

（ペトロラタム被覆）

（ペトロラタム被覆）1 :
0.

5

1:
0.

5

1
:0

.5

No.6

掘削（1）
掘削（2）
床掘
埋戻し（1）
埋戻し（2）

地盤改良（1）
地盤改良（2）
地盤改良（3）

数量表
規格
土砂
〃

グラブ床掘

セメント固化処理
〃
〃

〃
〃

単位
m3/m
〃
〃

m3/m
〃

m3/m
〃
〃

〃
m3/m
〃
〃

数量
8.60
8.15
14.11
7.09

16.49
3.6

14.37

7.88
4.12
0.9
3.59

備考

地盤改良（1）の25%
地盤改良（2）の25%
地盤改良（3）の25%

No.7

掘削（1）
掘削（2）
床掘
埋戻し（1）
埋戻し（2）

地盤改良（1）
地盤改良（2）
地盤改良（3）

数量表
規格
土砂
〃

グラブ床掘

セメント固化処理
〃
〃

〃
〃

単位
m3/m
〃
〃

m3/m
〃

m3/m
〃
〃

〃
m3/m
〃
〃

数量
8.55
8.11
11.47
7.07

16.49
3.6
14.34

7.88
4.12
0.9
3.59

備考

地盤改良（1）の25%
地盤改良（2）の25%
地盤改良（3）の25%

No.8

掘削（1）
掘削（2）
床掘
埋戻し（1）
埋戻し（2）

地盤改良（1）
地盤改良（2）
地盤改良（3）

数量表
規格
土砂
〃

グラブ床掘

セメント固化処理
〃
〃

〃
〃

単位
m3/m
〃
〃

m3/m
〃

m3/m
〃
〃

〃
m3/m
〃
〃

数量
8.49
8.05
12.30
7.01

16.48
3.6

14.21

7.88
4.12
0.9
3.55

備考

地盤改良（1）の25%
地盤改良（2）の25%
地盤改良（3）の25%

7.28

7.26

7.20

被覆防食工

被覆防食工 被覆防食工

名称 凡 例

名称 凡 例

名称 凡 例

W2≧4m,発生土
W2≧4m,発生土

固化処理土

W2≧4m,発生土
W2≧4m,発生土

固化処理土

W2≧4m,発生土
W2≧4m,発生土

固化処理土

主
動

崩
壊

角

4
5°

主
動

崩
壊

角

4
5°

主
動
崩

壊
角

45
°

盛上土(4） 地盤改良（4）の25%0.00〃 〃
盛上土(5） 地盤改良（5）の25%0.00〃 〃

盛上土(4） 地盤改良（4）の25%0.00〃 〃
盛上土(5） 地盤改良（5）の25%0.00〃 〃

盛上土(4） 地盤改良（4）の25%0.00〃 〃
盛上土(5） 地盤改良（5）の25%0.00〃 〃

埋戻し（3）

地盤改良（4） 〃 〃
地盤改良（5） 〃 〃

W2≧4m,発生土 〃

0.00
0.00

0.00埋戻し（3）

地盤改良（4） 〃 〃
地盤改良（5） 〃 〃

W2≧4m,発生土 〃

0.00
0.00

0.00

埋戻し（3）

地盤改良（4） 〃 〃
地盤改良（5） 〃 〃

W2≧4m,発生土 〃

0.00
0.00

0.00

地盤改良(1)

地盤改良(2)

地盤改良(3)

▽-1.00

▽-2.00

耐用年数50年

▽+1.85(想定)

▽-2.15(想定)

（ペトロラタム被覆） 1
: 0

.5

1
:0

.5

No.5

掘削（1）
掘削（2）
床掘
埋戻し（1）
埋戻し（2）

地盤改良（1）
地盤改良（2）
地盤改良（3）

数量表
規格
土砂
〃

グラブ床掘

セメント固化処理
〃
〃

〃
〃

単位
m3/m
〃
〃

m3/m
〃

m3/m
〃
〃

〃
m3/m
〃
〃

数量
8.64
8.15
12.38
7.10

16.49
3.6

14.44

7.88
4.12
0.9
3.61

備考

地盤改良（1）の25%
地盤改良（2）の25%
地盤改良（3）の25%

7.33

被覆防食工

名称 凡 例

W2≧4m,発生土
W2≧4m,発生土

固化処理土

主
動
崩

壊
角

45
°

盛上土(4） 地盤改良（4）の25%0.00〃 〃
盛上土(5） 地盤改良（5）の25%0.00〃 〃

埋戻し（3）

地盤改良（4） 〃 〃
地盤改良（5） 〃 〃

W2≧4m,発生土 〃

0.00
0.00

0.00

捨石置換捨石置換

捨石置換捨石置換

捨石荒均し

捨石荒均し 捨石荒均し

1:3.0

1:3.0
1:3.0

捨石荒均し

1:3.0

1～200kg

1～200kg 1～200kg

1～200kg

横断面図（3）

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

L.W.L　D.L+0.0 0

H. W.L　D.L+1.8 0

横断面図（3）

DL=-10.000

FH=
GH=3.002

NO.8

AS AS AS

舗装工

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

DL=-10.000

FH=
GH=3.017

NO.6

L .W.L　D.L+0. 00

H .W.L　D.L+1. 80

DL=-10.000

FH=
GH=3.013

NO.7

AS ASAS

ASAS AS

▽-5.5

1
5
.
8
°

地
震
時

受
動

崩
壊
角

▽-5.5

1
5
.
8
°

地
震

時
受
動

崩
壊

角

▽-5.5

1
5
.
8
°

地
震

時
受
動

崩
壊

角

▽ 鋼矢板現況根入深度(想定)　-8.67 0Y S P - I I I 型 ( 既往肉厚調査より)

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 
▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

▽-0.4

▽+0.6
▽+0.43

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

現況合せ1.000%

▽+3.07▽+3.07

▽-4.0

CO(既設)

▽現況施設天端高 +3.03 (H31測量)

▽-5.5

1
5
.
8
°

地
震
時

受
動

崩
壊
角

　
中心

線

　中
心
線

　
中心

線

　中
心

線

盛上土(1)
盛上土(2)
盛上土(3)

盛上土(1)
盛上土(2)
盛上土(3)

盛上土(1)
盛上土(2)
盛上土(3)

盛上土(1)
盛上土(2)
盛上土(3)

仮想海底面-5.33 3

仮想海底面-5.333仮想海底面-5.33 3

仮想海底面-5.333

DL=-10.000

FH=
GH=3.030

NO.5

70 ASAS

L.W.L　D.L+ 0.00

H.W.L　D.L+ 1.80

徳島小松島港（末広地区）

徳島市南末広町

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　物揚場修繕工事（担い手確保型）

S=1：100

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

8/14図面番号

当初設計図面

地盤改良(浅層混合処理)

鋼矢板YSP-II型(既設)　L=4. 0m

鋼矢板(既設)　L=10 .000 m

539

4400 4395

8795

3600 3600

地盤改良(中層混合処理)

コンクリート舗装

路盤

2
0
2

3
0
2

タイロッド(既設)

鋼矢板YSP-II型　L=4.0m

鋼矢板　L=10. 000m

地盤改良(浅層混合処理)

523

4400 4402

8802

3600 3600

地盤改良(中層混合処理)

コンクリート舗装

路盤

2
0
2

3
0
0

タイロッド(既設)

鋼矢板　L=10. 000m

地盤改良(浅層混合処理)

鋼矢板YSP-II型(既設)　L=4.0 m

518

4400 4404

8804

3600 3600

地盤改良(中層混合処理)

コンクリート舗装

路盤

2
0
0

3
0
4

タイロッド(既設)

アルミ合金陽極2.0A アルミ合金陽極2.0A

アルミ合金陽極2.0A

鋼
板

溶
接
t
=
9
m
m

鋼
板

溶
接

t
=
9
m
m

鋼
板

溶
接

t
=
9
m
m

地
震

時

地
震

時
地

震
時

アルミ合金陽極2.0A

鋼
板

溶
接

t
=
9
m
m

地
震

時

3000

7500

3000

7500

3000

7500

3000

7500

鋼矢板YSP-I I型　L=4. 0m

鋼矢板　L=10.000m

地盤改良(浅層混合処理)

521

4400 4388

8788

3600 3600

地盤改良(中層混合処理)

コンクリート舗装

路盤

2
0
2

3
0
2

タイロッド(既設)



1 :
0.

5

▽現況施設天端高 +2.9 9(H3 1測量)

1
:0

.5

地盤改良(1)

地盤改良(2)

地盤改良(3)

地盤改良(1)

地盤改良(2)

地盤改良(3)

▽-1.00

▽-2.00

▽-1.00

▽-2.00

耐用年数50年

▽+1.82 (想定)

▽-2.18 (想定)

▽+1.81(想定)

▽-2.19(想定)

S=1:100

（ペトロラタム被覆）

（ペトロラタム被覆）

被覆防食工

被覆防食工

名称 凡 例

名称 凡 例

W2≧4m,発生土
W2≧4m,発生土

固化処理土

W2≧4m,発生土
W2≧4m,発生土

固化処理土

主
動

崩
壊

角

4
5°

主
動
崩

壊
角

45
°

1:
0
. 5

地盤改良(1)

地盤改良(2)

地盤改良(3)

▽-1.00

▽-2.00

耐用年数50年

L=3.0m

▽+1.65

▽-1.35

埋戻し（1）

地盤改良（1）の25%

▽+0.39

〃

タイロッド(既設)

鋼矢板YSP-III型(既設)

車止め 連続設置型 H300 あと施工タイプ

V型防舷材 H300*L2 000

埋戻し（2）
埋戻し（3）

床掘 グラブ床掘 〃 11.04

No.11+4.947
名称

掘削（1）
掘削（2）

地盤改良（1）
地盤改良（2）
地盤改良（3）

数量表
規格
土砂
〃

W2≧4m,発生土

セメント固化処理
〃
〃

単位
m3/m
〃

数量
9.36
8.99

7.81

22.31
6.40
15.79

備考凡 例

盛上土(1） 固化処理土
盛上土(2）
盛上土(3） 地盤改良（3）の25%3.95

〃
〃

地盤改良（2）の25%
5.58
1.60

〃

〃
〃
〃

〃
〃
〃

地盤改良（4） 〃 0.00〃
地盤改良（5） 〃 0.00〃

盛上土(4） 地盤改良（4）の25%0.00〃 〃
盛上土(5） 地盤改良（5）の25%0.00〃 〃

W2≧4m,発生土
W2≧4m,発生土

7.97〃
0.00〃

被覆防食工

(ペトロラタム被覆)

▽-5.5 0

捨石置換 7.881～200kg

捨石荒均し

盛上土(4） 地盤改良（4）の25%0.00〃 〃
盛上土(5） 地盤改良（5）の25%0.00〃 〃

盛上土(4） 地盤改良（4）の25%0.00〃 〃
盛上土(5） 地盤改良（5）の25%0.00〃 〃

埋戻し（3）

地盤改良（4） 〃 〃
地盤改良（5） 〃 〃

W2≧4m,発生土 〃

0.00
0.00

0.00

埋戻し（3）

地盤改良（4） 〃 〃
地盤改良（5） 〃 〃

W2≧4m,発生土 〃

0.00
0.00

0.00

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

▽ 鋼矢板現況根入深度(想定)　-8.7 07Y S P - I I I型 ( 既往肉厚調査より)

▽-4.0 0　計画浚渫線(41年度以降)

▽-0.4

▽+0.6
▽+0.39

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

現況合せ1.000%

▽+3.06▽+3.04

▽-4.0

CO(既設)

▽現況施設天端高 +2.9 9(H3 1測量)

1
:0

.5

地盤改良(1)

地盤改良(2)

地盤改良(3)

▽-1.00

▽-2.00

▽+1.82 (想定)

▽-2.18 (想定)

（ペトロラタム被覆）

被覆防食工

名称 凡 例

W2≧4m,発生土
W2≧4m,発生土

固化処理土

主
動
崩

壊
角

45
°

盛上土(4） 地盤改良（4）の25%0.00〃 〃
盛上土(5） 地盤改良（5）の25%0.00〃 〃

埋戻し（3）

地盤改良（4） 〃 〃
地盤改良（5） 〃 〃

W2≧4m,発生土 〃

0.00
0.00

0.00

床掘 グラブ床掘 〃

〃

11.01

7.88

床掘 グラブ床掘 〃

〃

11.04

7.88捨石置換

捨石置換

床掘 グラブ床掘 〃

〃

13.06

7.88捨石置換

捨石荒均し

捨石荒均し

1:3.0

1:3.0
1:3.0

捨石荒均し

1:3.0

1～200kg
1～200kg

1～200kg

横断面図（4）

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

1:
0
. 5

1 :
0
.5

1:
0 .

5

1:
0 .

5

横断面図（4）

DL=-10.000

FH=
GH=2.986

NO.11

AS
AS

L .W.L　D.L+0. 00

H .W.L　D.L+1. 80

AS AS

L .W.L　D.L+0. 00

H .W.L　D.L+1. 80

FH=
GH=2.986

NO.11+4.947

AS

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

▽ 鋼矢板現況根入深度(想定)　-8.714Y S P - I I I 型 ( 既往肉厚調査より)

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

▽-0.4

▽+0.6
▽+0.39

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

舗装工

現況合せ1.000%

▽+3.07▽+3.03

▽-4.0

CO(既設)

計画天端高+3.00

舗装工

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

▽ 鋼矢板現況根入深度(想定)　-8.70 5Y S P - I I I型 ( 既往肉厚調査より)

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

▽-0.4

▽+0.6
▽+0.39

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

現況合せ1.000%

▽+3.07▽+3.04

▽-4.0

CO(既設)

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 
地盤改良(中層混合処理)

舗装工

DL=-10.000

FH=
GH=2.995

NO.10

DL=-10.000

FH=
GH=2.993

NO.9

ASASAS

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

No.10

掘削（1）
掘削（2）

埋戻し（1）
埋戻し（2）

地盤改良（1）
地盤改良（2）
地盤改良（3）

数量表
規格
土砂
〃

セメント固化処理
〃
〃

〃
〃

単位
m3/m
〃

m3/m
〃

m3/m
〃
〃

m3/m
〃
〃

数量
8.48
8.04

6.98

16.48
3.6

14.17

4.12
0.9
3.54

備考

地盤改良（1）の25%
地盤改良（2）の25%
地盤改良（3）の25%

No.11

掘削（1）
掘削（2）

埋戻し（1）
埋戻し（2）

地盤改良（1）
地盤改良（2）
地盤改良（3）

数量表
規格
土砂
〃

セメント固化処理
〃
〃

〃
〃

単位
m3/m
〃

m3/m
〃

m3/m
〃
〃

m3/m
〃
〃

数量
8.46
8.06

7.03

16.47
3.6

14.24

4.12
0.9
3.56

備考

地盤改良（1）の25%
地盤改良（2）の25%
地盤改良（3）の25%

7.20

7.21

No.9

掘削（1）
掘削（2）

埋戻し（1）
埋戻し（2）

地盤改良（1）
地盤改良（2）
地盤改良（3）

数量表
規格
土砂
〃

セメント固化処理
〃
〃

〃
〃

単位
m3/m
〃

m3/m
〃

m3/m
〃
〃

m3/m
〃
〃

数量
8.53
8.09

7.00

16.48
3.6

14.19

4.12
0.9
3.55

備考

地盤改良（1）の25%
地盤改良（2）の25%
地盤改良（3）の25%

7.18

盛上土(1)
盛上土(2)
盛上土(3)

盛上土(1)
盛上土(2)
盛上土(3)

盛上土(1)
盛上土(2)
盛上土(3)

　
中心

線

　中
心
線

　
中心

線

鋼矢板(既設)

YSP-U15 L =12.0

　中
心
線

▽-5.5

1
5
.
8
°

地
震

時
受
動

崩
壊

角

▽-5.5

1
5
.
8
°

地
震
時

受
動

崩
壊
角

1
5
.
8
°

地
震

時
受

動
崩
壊

角

▽-5.5

1
5
.
8
°

地
震
時

受
動

崩
壊
角

仮想海底面-5.333

仮想海底面-5.333

仮想海底面-4.260

仮想海底面-5.333

▽+0.6

▽-1.0

▽ 鋼矢板現況根入深度　-10.68 5

4000 4000

AS

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

▽-4.0 0　計画浚渫線(41年度以降)

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

舗装工

現況合せ1.000%

▽+3.06▽+3.04

CO(既設)

計画天端高+3.00 現況合せ
▽+2.99

▽-5.0

地盤改良(浅層混合処理)

475

4300 4494

13800

地盤改良(中層混合処理)

コンクリート舗装

2
0
0

3
0
0

路盤

5006

徳島小松島港（末広地区）

徳島市南末広町

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　物揚場修繕工事（担い手確保型）

S=1：100

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

9/14図面番号

当初設計図面

アルミ合金陽極2.0A鋼
板

溶
接

t
=
9
m
m

鋼
板

溶
接

t
=
9
m
m

地
震
時

地
震
時

アルミ合金陽極2.0A 鋼
板

溶
接

t
=
9
m
m

3000

7500

地盤改良(浅層混合処理)

鋼矢板YSP-I I型(既設)　L=4.0m

鋼矢板(既設)　L=10.00 0m

559

4400 4379

8779

3600 3600

地盤改良(中層混合処理)

コンクリート舗装

路盤

2
0
0

3
0
0

タイロッド(既設)

鋼
板

溶
接

t
=
9
m
m

地
震

時

3000

7500

3000

7500

3000

7500

地盤改良(浅層混合処理)

鋼矢板YSP-II型(既設)　L=4.0 m

鋼矢板(既設)　L=10. 000m

457

4400 4452

8852

3600 3600

地盤改良(中層混合処理)

コンクリート舗装

路盤

2
0
2

3
0
2

タイロッド(既設)

地盤改良(浅層混合処理)

鋼矢板YSP-I I型(既設)　L=4.0m

鋼矢板(既設)　L=10.00 0m

523

4400 4409

8809

3600 3600

地盤改良(中層混合処理)

コンクリート舗装

路盤

2
0
2

3
0
2

タイロッド(既設)



S=1:100

▽-2.00

耐用年数50年

L=3.0m

地盤改良(3)

受
動
崩

壊
角

45
°

地
震

時

設計基準強度の特性値quck=500kN/m2

設計基準強度の特性値quck=500kN/m2

▽+1.7 2

▽-1.29

地盤改良（1）の25%

▽-5.0

▽-1.0

▽+0.39

〃

鋼矢板YSP-III型(既設)

タイロッド(既設)

φ2000

車止め 連続設置型 H300 あと施工タイプ

φ2000

4000

φ2000 φ2000

4000

高圧噴射(二重管)

高圧噴射(二重管)

0.00
0.00

0.00
0.00

地盤改良(4)

地盤改良(5)

V型防舷材 H300*L20 00

埋戻し（2）
埋戻し（3）

埋戻し（1）

1:
0.

5

1
:0

.5

1:
0.

5

床掘 グラブ床掘 19.83〃

No.11+11.618
名称

地盤改良（1）
地盤改良（2）
地盤改良（3）

盛上土(1）

数量表
規格
土砂

セメント固化処理
〃
〃

固化処理土

単位
m3/m

数量
9.36

15.77

備考

盛上土(2） 地盤改良（2）の25%
盛上土(3） 地盤改良（3）の25%3.94

〃
〃

掘削（1）
掘削（2）

凡 例

3.86

9.47

1.60
5.58

〃

〃

〃
〃
〃

〃
〃
〃

地盤改良（4） 〃 〃
地盤改良（5） 〃 〃

盛上土(4） 地盤改良（4）の25%〃 〃
盛上土(5） 地盤改良（5）の25%〃 〃

22.31
6.40

W2≧4m,発生土
W2≧4m,発生土

4.50〃
7.91〃

W2≧4m,発生土

〃

被覆防食工

(ペトロラタム被覆)

▽-6.50

捨石置換 7.881～200kg

捨石荒均し

1:
0
.5

地盤改良(1)

地盤改良(2)

地盤改良(3)

▽-1.00

▽-2.00

耐用年数50年

L=3.0m

▽+1.65

▽-1.35

地盤改良（1）の25%

▽+0.3 9

〃

0.00
0.00

3.95
0.00

V型防舷材 H300 *L2000

埋戻し（2）
埋戻し（3）

埋戻し（1）
床掘 グラブ床掘 〃

No.11+10.540
名称

掘削（1）
掘削（2）

地盤改良（1）
地盤改良（2）
地盤改良（3）

数量表
規格
土砂
〃

セメント固化処理
〃
〃

単位
m3/m

数量
9.36
8.99

7.81

備考凡 例

盛上土(1） 固化処理土
盛上土(2）
盛上土(3） 地盤改良（3）の25%

〃
〃

地盤改良（2）の25%

0.00

〃

〃

〃
〃
〃

〃
〃
〃

地盤改良（4） 〃 〃
地盤改良（5） 〃 〃

盛上土(4） 地盤改良（4）の25%〃 〃
盛上土(5） 地盤改良（5）の25%〃 〃

5.58
1.60

22.31
6.40
15.79

W2≧4m,発生土
W2≧4m,発生土

7.98〃
0.00〃

W2≧4m,発生土

被覆防食工

(ペトロラタム被覆)

捨石置換 1～200kg

▽-5.0

▽-6.5 0

捨石荒均し

19.83

7.88

▽-1.00

▽-2.00

耐用年数50年

L=3.0m

受
動
崩
壊
角

45
°

地
震
時

設計基準強度の特性値quck=500kN/m2

設計基準強度の特性値quck=500kN/m2

▽+1.69

▽-1.31

AS

地盤改良（1）の25%

3.86

▽+0.21

〃

0.00
0.00

0.00
0.00

地盤改良(4)

地盤改良(5)

地盤改良(3)
V型防舷材 H300 *L200 0

埋戻し（2）
埋戻し（3）

埋戻し（1）
床掘 グラブ床掘 8.77〃

No.11+18.578
名称

地盤改良（1）
地盤改良（2）
地盤改良（3）

数量表
規格
土砂

セメント固化処理
〃
〃

単位
m3/m

数量 備考

盛上土(1）
盛上土(2）
盛上土(3）

固化処理土

地盤改良（3）の25%7.16
〃
〃

地盤改良（2）の25%

9.14

28.62

掘削（1）
掘削（2）

凡 例

23.91〃

〃

〃
〃
〃

〃
〃
〃

地盤改良（4） 〃 〃
地盤改良（5） 〃 〃

盛上土(4） 地盤改良（4）の25%〃 〃
盛上土(5） 地盤改良（5）の25%〃 〃

22.24
17.58

4.40
5.56

W2≧4m,発生土
W2≧4m,発生土

11.24〃
14.03〃

W2≧4m,発生土

〃

φ2000 φ2000 φ2000φ2000 φ2000φ2000 985φ2000

被覆防食工

(ペトロラタム被覆)

▽-5.0

▽-6.50

捨石置換 7.881～200kg

捨石荒均し

1:
0.

5

地盤改良(1)

地盤改良(2)

地盤改良(3)

▽-1.00

▽-2.00

耐用年数50年

L=3.0m

▽+1.65

▽-1.35

地盤改良（1）の25%

▽+0.3 9

〃

0.00
0.00

3.95
0.00

V型防舷材 H300 *L2000

埋戻し（2）
埋戻し（3）

埋戻し（1）
床掘 グラブ床掘 11.04〃

No.11+7.540
名称

掘削（1）
掘削（2）

地盤改良（1）
地盤改良（2）
地盤改良（3）

数量表
規格
土砂
〃

セメント固化処理
〃
〃

単位
m3/m

数量
9.36
8.99

7.81

備考凡 例

盛上土(1） 固化処理土
盛上土(2）
盛上土(3） 地盤改良（3）の25%

〃
〃

地盤改良（2）の25%

0.00

〃

〃

〃
〃
〃

〃
〃
〃

地盤改良（4） 〃 〃
地盤改良（5） 〃 〃

盛上土(4） 地盤改良（4）の25%〃 〃
盛上土(5） 地盤改良（5）の25%〃 〃

5.58
1.60

22.31
6.40
15.79

W2≧4m,発生土
W2≧4m,発生土

7.98〃
0.00〃

W2≧4m,発生土

被覆防食工

(ペトロラタム被覆)

▽-5.50

捨石置換 7.881～200kg

捨石荒均し

1:3.0

1:3.0
1:3.0

1:3.0

横断面図（5）

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

鋼矢板(既設)

YSP-U15  L=12.0

　
中心

線

鋼矢板(既設)

YSP- U15 L=12.0

　
中
心線

鋼矢板(既設)
YSP-U15 L=12.0

　
中心

線

鋼矢板(既設)

YSP- U15 L=12.0

　
中心

線

横断面図（5）

CO(既設)

計画天端高+3.00

▽ 鋼矢板現況根入深度　-10.68 5

▽-1.0

403

路盤

コンクリート舗装

▽+0.6

▽-1.0

▽ 鋼矢板現況根入深度　-10.6 85

4000 4000

▽+0.6

▽-1.0

▽ 鋼矢板現況根入深度　-10.6 85

4000 4000

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck= 500k N/m 2 
地盤改良(浅層混合処理)

仮想海底面-6.480

仮想海底面-6.480

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

計画天端高+3.00

▽ 鋼矢板現況根入深度　-10.74 8

▽+3.04 ▽+3.05 ▽+3.05

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=5 00k N/m2  

45004315

車止めコンクリート撤去

5000

地盤改良(浅層混合処理)

仮想海底面-6.480

仮想海底面-4.26 0

1:
0.

5

109854000

309

1:
0 .
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セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 
地盤改良(中層混合処理)
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セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 
地盤改良(中層混合処理)
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セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

舗装工

現況合せ1.000%

▽+3.06▽+3.04

CO(既設)

計画天端高+3.00 現況合せ

▽+3.02

▽-5.0
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4300

地盤改良(浅層混合処理)

路盤

3
0
0

4494

地盤改良(中層混合処理)

2
0
0

13800

コンクリート舗装

5006

AS

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

舗装工

現況合せ1.000%

▽+3.06▽+3.04

CO(既設)

計画天端高+3.00 現況合せ

▽+3.02

▽-5.0

475

4300

地盤改良(浅層混合処理)

路盤

3
0
0

4494

地盤改良(中層混合処理)

2
0
0

13800

コンクリート舗装

5006

鋼矢板YSP-III型(既設)

タイロッド(既設)

車止め 連続設置型 H300  あと施工タイプ

鋼矢板YSP-III型(既設)

タイロッド(既設)

車止め 連続設置型 H300 あと施工タイプ

高圧噴射(二重管)

高圧噴射(二重管)

鋼矢板YSP-III型(既設)

タイロッド(既設)

車止め 連続設置型 H300  あと施工タイプ

FH=
GH=2.957

NO.11+18.578

徳島小松島港（末広地区）

徳島市南末広町

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　物揚場修繕工事（担い手確保型）
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▽-1.00

▽-2.00

耐用年数50年

L=3.0m

▽-1.00

▽-2.00

耐用年数50年

L=3.0m

受
動

崩
壊
角

45
°

地
震
時

受
動

崩
壊

角

45
°

地
震
時

設計基準強度の特性値quck=500kN/m2

設計基準強度の特性値quck=500kN/m2

▽+1.69

▽-1.31

▽+1.69

▽-1.31

AS

地盤改良（1）の25%

地盤改良（1）の25%

▽+0.21

▽+0.21

〃

〃

地盤改良(4)

地盤改良(3)

地盤改良(4)

地盤改良(3)

V型防舷材 H300*L200 0

V型防舷材 H300 *L200 0

S=1:100

埋戻し（2）
埋戻し（3）

埋戻し（2）
埋戻し（3）

埋戻し（1）

埋戻し（1） 3.86

0.00
0.00

0.00
0.00

3.82

0.00
0.00

0.00
0.00

床掘 グラブ床掘

床掘 グラブ床掘

〃

〃

8.77

8.77

No.12+2.517
名称

地盤改良（1）
地盤改良（2）
地盤改良（3）

数量表
規格
土砂

セメント固化処理
〃
〃

単位
m3/m

数量 備考

No.12+6.540
名称

地盤改良（1）
地盤改良（2）
地盤改良（3）

数量表
規格
土砂

セメント固化処理
〃
〃

単位
m3/m

数量 備考

盛上土(1）
盛上土(2）
盛上土(3）

盛上土(1）
盛上土(2）
盛上土(3）

固化処理土

地盤改良（3）の25%
〃
〃

地盤改良（2）の25%

固化処理土

地盤改良（3）の25%
〃
〃

地盤改良（2）の25%

掘削（1）
掘削（2）

掘削（1）
掘削（2）

凡 例

凡 例

〃

〃

〃
〃
〃

〃
〃
〃

〃

〃

〃
〃
〃

〃
〃
〃

地盤改良（4） 〃 〃
地盤改良（5） 〃 〃

盛上土(4） 地盤改良（4）の25%〃 〃
盛上土(5） 地盤改良（5）の25%〃 〃

地盤改良（4） 〃 〃
地盤改良（5） 〃 〃

盛上土(4） 地盤改良（4）の25%〃 〃
盛上土(5） 地盤改良（5）の25%〃 〃

W2≧4m,発生土
W2≧4m,発生土

〃
〃

W2≧4m,発生土
W2≧4m,発生土

〃
〃

W2≧4m,発生土

W2≧4m,発生土

7.16

9.14

28.62

23.91

83.76
0.00

0.00
20.94

11.24
14.03

7.16

9.06

28.62

23.98

83.76
0.00

0.00
20.94

11.26
14.03

〃

〃

φ2000 φ2000φ2000 φ2000 φ2000 985φ2000φ2000

φ2000φ2000 φ2000 φ2000 φ2000φ2000 φ2000 985

被覆防食工

被覆防食工

(ペトロラタム被覆)

(ペトロラタム被覆)

▽-5.0

▽-6.50

▽-5.0

▽-6.50

捨石置換 7.881～200kg

捨石置換 7.881～200kg

捨石荒均し

捨石荒均し

▽+0.7

▽-1.0

▽-5.0

▽+1.65

▽-1.35

地盤改良(1)

地盤改良(2)

地盤改良(3)

8.58

地盤改良（1）の25%5.66
1.70

▽-5.00　計画浚渫線

425

0.00
0.00

0.00
0.00

埋戻し（2）
埋戻し（3）

埋戻し（1）
床掘 グラブ床掘 〃

No.15+1.144
名称

掘削（1）
掘削（2）

地盤改良（1）
地盤改良（2）
地盤改良（3）

数量表
規格
土砂
〃

セメント固化処理
〃
〃

単位
m3/m

数量
8.94
8.50

22.64
6.80
14.91

備考凡 例

7.37

盛上土(1） 固化処理土
盛上土(2）
盛上土(3） 地盤改良（3）の25%3.73

〃
〃

地盤改良（2）の25%

〃

〃

〃
〃
〃

〃
〃
〃

地盤改良（4） 〃 〃
地盤改良（5） 〃 〃

盛上土(4） 地盤改良（4）の25%〃 〃
盛上土(5） 地盤改良（5）の25%〃 〃

W2≧4m，発生土
W2≧4m，発生土

7.54〃
0.00〃

W2≧4m，発生土

▽-5.0

▽-6.5 0

捨石置換 7.88〃1～200kg

捨石荒均し

▽-1.00

▽-2.00

耐用年数50年

L=3.0m

受
動
崩
壊
角

45
°

地
震
時

設計基準強度の特性値quck=500kN/m2

設計基準強度の特性値quck=500kN/m2

▽+1.69

▽-1.31

AS

地盤改良（1）の25%

▽+0.21

〃

地盤改良(5)

地盤改良(3)

地盤改良(4)

V型防舷材 H300*L200 0

埋戻し（2）
埋戻し（3）

埋戻し（1） 3.86

0.00
0.00

0.00
0.00

床掘 グラブ床掘 〃 8.77

No.12
名称

地盤改良（1）
地盤改良（2）
地盤改良（3）

数量表
規格
土砂

セメント固化処理
〃
〃

単位
m3/m

数量 備考

盛上土(1）
盛上土(2）
盛上土(3）

固化処理土

地盤改良（3）の25%
〃
〃

地盤改良（2）の25%

掘削（1）
掘削（2）

凡 例

〃

〃

〃
〃
〃

〃
〃
〃

地盤改良（4） 〃 〃
地盤改良（5） 〃 〃

盛上土(4） 地盤改良（4）の25%〃 〃
盛上土(5） 地盤改良（5）の25%〃 〃

W2≧4m,発生土
W2≧4m,発生土

〃
〃

W2≧4m,発生土

7.16

9.14

28.62

23.91

22.24
17.58

4.40
5.56

11.24
14.03

〃

φ2000 φ2000φ2000 φ2000 φ2000 φ2000 φ2000 985

被覆防食工

(ペトロラタム被覆)

▽-5.0

▽-6.50

捨石置換 7.881～200kg

捨石荒均し

1:3.0

1:3.0 1:3
.0

1:3.0

横断面図（6）

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

　
中
心線

鋼矢板(既設)
YSP-U15 L=12.0

鋼矢板(既設)

YSP-U15 L=12.0

　中
心

線

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

+3.0 0

+2.0 0

+0.5 0

末広岸壁線 No.15+ 1.144
GH =3.010

FH =     

+1.5 0

C.D.L+ 0.20～-1.50m

( 既設 )耐用年数3 5 年 ( R 1 時点 )

-1.5 0

鋼板補強(t=9m m) (既設)

鋼矢板(既設)
YSP-U15 L =12.0

電気防 食

　中
心

線

鋼矢板(既設)

YSP-U15 L=12.0

FH=FH=
GH=2.957

NO.12+2.517

FH=FH=
GH=2.957

NO.12+6.540

FH=FH=
GH=2.957

NO.12

AS AS

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

ASAS AS

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

AS AS

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80
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線

横断面図（6）

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

計画天端高+3.00

▽ 鋼矢板現況根入深度　-10.74 8

▽+3.04 ▽+3.05 ▽+3.05

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

計画天端高+3.00

▽ 鋼矢板現況根入深度　-10.74 8

▽+3.04 ▽+3.05 ▽+3.05

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck= 500 kN/m 2 

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=50 0kN /m2 
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仮想海底面-6.480

▽-4.00　計画浚渫線(41年度以降)

計画天端高+3.00

▽ 鋼矢板現況根入深度　-10.74 8

▽+3.04 ▽+3.05 ▽+3.05

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck= 500k N/m 2 
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鋼矢板YSP-III型(既設)

タイロッド(既設)

車止め 連続設置型 H300 あと施工タイプ

タイロッド(既設)

鋼矢板YSP-III型(既設)車止め 連続設置型 H300 あと施工タイプ

高圧噴射(二重管)

高圧噴射(二重管)

タイロッド(既設)

鋼矢板YSP-III型(既設)車止め 連続設置型 H300 あと施工タイプ

高圧噴射(二重管)

高圧噴射(二重管)
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セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 

L=3.0m 現況合わせ 現況合わせ 1.00%

▽ 鋼矢板現況根入深度　-10.74 8

タイロッド(既設)

鋼矢板YSP-III型(既設)

4000 4000
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15000

5000

地盤改良(浅層混合処理)

地盤改良(中層混合処理)

舗装工 14935

セメント系固化剤　設計基準強度の特性値quck=500kN/m2 
地盤改良(中層混合処理)
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コンクリート舗装

路盤

徳島小松島港（末広地区）

徳島市南末広町

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　物揚場修繕工事（担い手確保型）
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鋼板補強工および電気防食工詳細図

溶接方向

鉛直

水中すみ肉溶接 脚長6mm

算式：
0.80*(1/0.4)*2*19.64

算式：
0.80*(1/0.4)*2*6.40

数量(m)：
78.56

数量(m)：
25.60

現場溶接数量表 一式当たり

矢板表面ケレン、かき落とし数量表

鋼板表面ケレン数量表

算式：
0.80*(1/0.4)*2*0.66

数量(m)：
2.64

水平

水中すみ肉溶接 脚長6mm

算式：
0.02*2*(1/0.4)*19.64

算式：
0.02*2*(1/0.4)*6.40

数量(m)：
1.96

数量(m)：
0.64

算式：
0.02*2*(1/0.4)*0.66

数量(m)：
0.07

S=1:10

鋼矢板補強工(YSP-III型)詳細図

S=1:10

水中溶接

水中溶接

水中溶接

鋼材幅 B=417mm 

鋼板(SS400,t=9mm)

水中溶接

水中溶接

水中溶接

6

6

鋼矢板補強工(YSP-U15型)詳細図

S=1:10

鋼矢板

ステンレス端子(SUS304)

FB-100*30*t5

上部工天端

上部工下端

アルミニウム合金陽極取付要領図　S=1/10 電位測定装置　S=1/10

　（立上げ型）（2.0A型-50年）

(亜鉛めっき)

F.B-75*t16

鋼矢板

水中溶接
6　150

水中溶接
6　150

取付水深

鋼矢板

端面シール

(M8)

アンカーボルト

(SUS304)

丸鋼φ16

(SUS304)

固定サドル

1
3
3
.
3
3

上部工　下端

水中溶接
水中溶接

6

水中溶接
6

水中溶接

水中溶接
6

水中溶接
6

上部工　下端

鋼矢板補強工(YSP-III型)正面図

S=1:10

鋼矢板補強工(YSP-U15型)正面図

S=1:10

鋼矢板補強工(YSP-III型)詳細図

S=1:10

鋼矢板補強工(YSP-U15型)詳細図

S=1:10

451mm

429mm
469mm

505mm

※1　指定位置での溶接が困難な場合は、溶接個所をずらしてもよい。その場合、鉛直方向すみ肉溶接の溶接長は、1列当り80cmを確保する。
※2　補強鋼板の寸法は、現地で採寸のうえ、現場の状況に合わせて加工する。
※3　鉛直方向で矢板の厚みが異なる場合は、鋼板を上下に分割して施工する。

200(4)-600

200(4)-600

200(4)-600
200(4)-600

対象矢板

YSPU15

YSPIII

　　計

平均施工高さ

H(m)

2.202

2.382

施工延長

L(m)

19.64

6.40

矢板表面積

A(m2/m)

1.55

1.66

ケレン、かき落とし面積

A(m2)

2.202*19.64*1.55

2.382*6.40*1.66

105.08

=

=

67.03

25.31

YSPU15 2.378 0.66 1.55
2.378*0.66*1.55

= 2.43

122 137 127 139

400

鋼矢板YSP-III型(既設)

400

鋼矢板YSP-U15型(既設)

400 400

400400

鋼矢板YSP-U15型(既設)

1
5
0

1
2
.
2
　

　
　

1
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0

1
6
0

4
0
0

242

1
2
1
2

4
1
2

4
0
0

380

420

3
8
0

400400

1
2
51
3
　

　

1
2
5

鋼矢板YSP-III型(既設)

水中溶接
6

水中溶接
6

※1

※1

※1
※1

200(4)-600

※1

200(4)-600

※1

200(4)-600

※1

200(4)-600

※1
200(4)-600

※1

200(4)-600

※1

凸面凹面

6

6

6
鋼板(SS400,t=9mm)

鋼材幅 B=463mm 

凸面凹面

6

鋼板(SS400,t=9mm)

鋼材幅 B=515mm 

鋼材幅 B=457mm 

鋼板(SS400,t=9mm)

66

凸面凹面凸面凹面

施工範囲

上部工下端(+0.176～+0.227)
　～-2.00m

上部工下端(+0.378～+0.386)
　～-2.00m

補強対象矢板

YSP-U15型

YSP-III型

施工延長(m)平均施工高さ(m)

2.202m

2.382m

19.64m

6.40m

対象矢板

YSPU15

YSPIII

　　計

平均施工高さ

H(m)

施工延長

L(m)

19.64

6.40

鋼板表面積

A(m2/m)

(0.505+0.469)/2*(1/0.4)

(0.451+0.429)/2*(1/0.4)

=

=

1.22

1.10

ケレン面積

A(m2)

1.202*19.64*1.22

1.382*6.40*1.10

39.64

=

=

28.80

9.73

上部工下端(+0.377～+0.378)
　～-2.00m

YSP-U15型 2.378m 0.66m

0.66
(0.505+0.469)/2*(1/0.4)

= 1.22

1.378*0.66*1.22

= 1.11

(1)

(2)

(0.176+0.227)/2+1.00

=1.202
上部工下端(+0.176～+0.377)
　～-1.00m

上部工下端(+0.378～+0.386)
　～-1.00m

(0.378+0.386)/2+1.00

=1.382

(0.377+0.378)/2+1.00

=1.378

上部工下端(+0.176～+0.377)
　～-1.00m

鋼板補強工および電気防食工詳細図

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

徳島小松島港（末広地区）

徳島市南末広町

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　物揚場修繕工事（担い手確保型）

S=1：10

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

12/14図面番号

対象矢板

YSPU15

YSPIII

平均施工高さ

H(m)

(0.176+0.227)/2 -0.1 +1.00

=1.102

施工延長

L(m)

19.64

6.40

端部処理工数量算定表

施工範囲

上部工下端(+0.176～+0.377) -0.1m
　～-1.00m

上部工下端(+0.378～+0.386) -0.1m
　～-1.00m

(0.378+0.386)/2 -0.1 +1.00

=1.282

0.66
(0.377+0.378)/2 -0.1 +1.00

=1.278
上部工下端(+0.176～+0.377) -0.1m
　～-1.00m

(1)

(2)

算式※ 数量(m)

(1.102×2+(0.469+0.505)/2)×19.64/0.4

(1.278×2+(0.469+0.505)/2)×0.66/0.4

132.13

5.02

(1.282×2+(0.429+0.451)/2)×6.40/0.4 48.06

合計

137.15

48.06

当初設計図面

129 20 102 20 129 129 20 102 20 129 129 20 102 20 129 129 20 102 20 129
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0.66m

L.W.L　D.L+0.00

H.W.L　D.L+1.80

M.S.L　+0.90
R.W.L　+1.20

19.64m

被覆防食工 YSP-U15(1)

被覆防食工 YSP-U15(2)

被覆防食工 YSP-III
アルミニウム合金陽極

24002400

YSP-III型 L=6.40m

24002400 2400

▽+0.378

▽+0.377

▽+0.386

YSP-III型 L=6.40m

▽+0.176
▽+0.227

6.40m

1.94m

現地盤線

鋼板補強工および防食工配置図

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

S=1:100

鋼板補強工および防食工配置図

凡 例 (鋼板補強工)

名　称

鋼板補強 t=9mm

記　号 施工範囲 数　量

上部工下端(+0.176～+0.227)
　～-2.00m

77/9.81*1.09*10^-2*19.64

*2.202=3.700t

上部工下端(+0.378～+0.386)
　～-2.00m

補強対象矢板

YSP-U15型

YSP-III型

施工延長(m)平均施工高さ(m)
単位壁幅当り

鋼板断面積(m2/m)

19.64m

6.40m

1.09*10
-2

9.90*10
-3

(0.176+0.227)/2+2.00

=2.202

(0.378+0.386)/2+2.00

=2.382

77/9.81*9.90*10^-3*

6.40*2.382=1.185t

YSP-U15型
上部工下端(+0.377～+0.378)
　～-2.00m

0.66m
(0.377+0.378)/2+2.00

=2.378

77/9.81*1.09*10^-2*0.66

*2.378=0.134t

合　計

3.834t

1.185t

1.09*10
-2

N
O
.
1
1
+
 6
.
2
4
0

N
O
.
1
2
+
 6
.
5
4
0

240024002840 24003200

徳島小松島港（末広地区）

徳島市南末広町

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　物揚場修繕工事（担い手確保型）

S=1：100

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

13/14図面番号

当初設計図面

0.40m

鋼板補強工延長　L=20.3m
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＜参考図＞　汚濁防止フェンス設置・撤去

徳島県東部県土整備局＜徳島庁舎＞

汚濁防止フェンス取付部詳細図汚濁防止フェンス係留詳細図

＜参考図＞　汚濁防止フェンス設置・撤去

汚濁防止フェンス設置・撤去

S=図示

M- 16アンカーボルト

係留ロープ

M-16アイボルト

S=1:10S=1:50

S=1:500

H.W. L　D.L+1.80

L.W. L　D.L+0.00

設計用水深 -4.0～-5.0m

単独フロートφ300/カーテン♯300 H =3m

アイボルト
M-16アンカーボルト

汚濁防止フェンス

フューム管Φ700フューム管Φ700

汚濁防止フェンス設置・撤去 単独フロートφ300/カーテン♯300 H=3m L=210m

徳島小松島港（末広地区）

徳島市南末広町

Ｒ７徳土　徳島小松島港（末広地区）
徳・南末広　物揚場修繕工事（担い手確保型）

S=図示

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮 尺

会 社 名

事業者名

14/14図面番号

当初設計図面


